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苑
亡
車
に
づ
い
て

第
七
十
四
巻

四
O

一一
一

第
六
時
踊

ノ、

苑
亡
率
に
.r) 

h 、

て

谷

山

新

良

序

死
亡
生
残
表
、

花

亡

輩

、

所
得
k

死
亡
嘩
、

特
に
、
所
持
と
乳
児
死
亡
車
、

結

語

、

序

生
命
保
険
の
純
保
険
料
は
、
死
亡
生
残
表
と
設
定
利
率
を
計
算
の
某
礎
と
し
て
、
算
出
さ
れ
る
。

近
代
的
生
命
保
険
は
、
ナ
ぐ
れ

τ、
大
教
法
則
に
依
接
す
る
世
帯
間
経
済
的
仕
組
て
あ
る
。
た
め
に
、
保
険
料
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、

危
険
卒
、
即
ち
、
死
亡
率
一
か
不
可
棋
の
計
算
碁
礎
と
な
る
。

死
亡
生
残
表
が
完
備
す
る
ま
ぜ
は
、
死
亡
率
が
掴
め
ぬ
ま
ま
に
、
ま
た
他
方
、
前
期
的
資
本
が
本
位
そ
の
身
に
ま
と
う
賭
博
性
・
詐

歌
晴
着
性
と
も
相
侠
っ
て
、
保
険
、
就
中
、
生
命
保
険
は
著
し
く
賭
博
の
様
相
を
お
び
て
い
た
。

例
え
ば
図
玉
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
(
口
町



1
8〕
が
、
デ
テ
イ
ン
ゲ
ン
(
己
主
5
四
百
)
の
叫
牧
場
に
馬
を
進
め
る
h
T

、
モ
の
生
還
が
二
主
ガ
て
賭
け
ら
れ
、
主
た
、
宰
相
ウ
ォ
!
ル

ポ

l
片

(

男

crozig-zo)
の
牛
一
命
ー
が
同
じ
く
取
引
の
封
象
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
て
十
八
位
粗
末
頃
ま
で
、
保
険
は
賭
博
と
大
差
な
く
、
甚
だ
非
科
皐
的
た
年
余
計
算
h
T

保
険
料
白
徴
牧
が
行
わ
れ
亡
い
た
。

不
等
償
交
換
が
厚
別
で
あ
り
、
同
一
種
類
の
保
険
に
つ
い
て
も
、
庭
に
よ
り
、
叉
個
々
の
契
約
に
よ
り
、
臭
っ
た
保
険
料
(
債
格
)
が

徴
牧
さ
れ
己
い
た
。
た
め
に
、
保
険
者
に
し
て
、
支
抑
不
能
に
陥
り
、
破
産
の
憂
目
に
曝
さ
れ
た
も
白
も
、
決
し
て
珍
し
く
な
か
っ
た
。

統
計
皐
・
確
率
論
。
研
究
と
共
に
死
亡
生
捜
表
(
死
亡
率
・
生
存
率
)
の
研
究
が
進
め
ら
れ
、
他
方
、
資
本
主
義
の
護
遣
は
、
真
正
白

保
険
白
需
要
を
増
し
、
死
亡
率
に
瞬
間
じ
て
保
険
料
を
算
定
徴
収
す
る
、
合
理
的
}
近
代
的
生
命
保
険
が
要
請
さ
れ
、
ま
た
出
現
す
る
に
い

た
っ
た
。
致
事
者
ド
ッ
ド
ス

Y
が
、
ハ
レ
ー
の
主
張
し
た
原
則

l
!被
保
険
者
の
年
齢
別
死
亡
率
陀
隠
じ
た
保
険
料
を
徴
収
す
る
ー
ー

に
擦
っ
て
、
一
七
六
三
年
設
立
し
た
L

ク
イ
ダ
ブ
ル
生
命
保
険
合
-E
つ
『

moE々

F
7
3
2皇、
K
E
E
P
B
E
E
S
目
白

F
E
d
-
L
w
f占

が
そ
白
幡
矢
て
あ
句
旬
。
其
後
、
保
険
市
場
の
横
大
深
化
と
共
に
、
死
亡
生
残
表
に
按
づ
て
、
合
理
的
に
、
牧
文
相
等
白
原
則
に
立
脚
し

て
事
業
を
経
皆
ナ
る
近
代
的
生
命
保
険
が
績
々
設
立
さ
れ
、
師
拙
℃
保
険
の
賞
金
時
代
を
築
吉
、
十
九
世
紀
を
貫
い
て
今
日
こ
こ
に
円
た

っ
て
い
る
。

保
険
が
賭
博
性
を
脱
却
し
て
、
近
代
的
合
理
的
企
業
に
裂
達
碍
移
し
得
た
の
は
、
断
わ
る
ま
で
も
な
く
、
資
本
主
義
の
登
達
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
乙
れ
を
技
術
的
に
可
能
な
ら
し
め
た
の
は
、
貨
に
、
他
な
ら
ぬ
死
亡
率
白
研
究
で
あ
っ
た
。

ω
出
目
豆
島
肘
同

ω百
2
・hAMWhお
も
号
、
ヘ
早
急
込
i

刊誌一足、
5
h
R
H
b
t
S
5
8
宅
呂
田

t4

亮
亡
事
に
つ
い
て

第
七
十
四
岱

四
O
四

第
六
競

九



死
亡
率
に
ヲ
い
て

第
七
十
四
巻

回

O
五

第
六
旋

四
O 

(1) 

% 

亡

生

残

表

)
 

は引

ー
・
グ
ラ
ン
ド
。

人
聞
の
死
亡
。
生
残
に
闘
す
る
調
査
研
賓
が
行
わ
れ
た
白
は
古
い
話
て
は
な
い
。

英
図
。
大
尉
ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
ン
ト
(
]
。

E
ロ
E
E

民団
o
t
4
3
が
『
偉
大
な
る
ロ
ン
ド
ン
市
が
、
殆
ん
ど
八
十
年
間
に
わ
た
っ
て
、
供
給
し
た
凶
作
亡
去
っ
耳
目
正
巳
出
主
任
司
)
」
に
唇
一
示

洗
雄
・
埋
葬
・
結
婚
に
閲
す
る
『
長
い
箕
面
白
な
』
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
一
六
六
三
年
、

「
死
亡
表
に
闘
す
る
自
然
的
及
び
政
治
均
諸
観
察
(
善
意
昔
話
守
主
玄
5
3
6
N
S
E
S
N
S
E
ミ
苦
言
漁
民
昔
、
守
宮
高

h
p
p
N
号
、
き
忌

品
、
常
凶

-
F
q
s
s
h
v々
と
と
銘
う
っ
て
出
版
し
た
白
が
そ
の
激
筋
て
あ
ム
。

さ
れ
、

教
曾
の
台
帳
に
就
い
て
、

グ
ラ
ン
ト
の
研
安
心
結
果
判
明
せ
る
主
な
る
も
り
は
、

c
・
H
・
ハ
ル
が
い
み
じ
く
も
列
皐
指
摘
す
る
如
〈
、

ω人
口
中
に
於
て
、

男
女
の
数
は
略
々
相
等
し
く
、
例
出
生
に
際
し
て
、

弟
子
白
数
は
常
に
女
児
白
訟
を
超
え
、

併
も
其
問
に
陥
一
定
の
比
率
(
男
一
四
人

刑
判
女
二
ニ
人
)
が
存
ナ
る
。
ゆ
幼
児
の
死
亡
率
は
特
に
高
く
、

ω都
曾
の
死
亡
率
は
田
舎
の
そ
れ
よ
り
も
高
円
。

白
は
苑
て
線
数
中
、
常
に
一
定
白
比
率
を
占
め
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

制
死
亡
原
因
の
或
も

こ
う
し
て
、
個
々
の
生
起
に
お
い
て
は
、
た
だ
偶
然
の
戯
れ
と
し
か
恩
わ
れ
ぬ
社
合
事
象
も
、
こ
れ
を
大
量
一
に
就
い
て
観
察
す
れ
ば
、

モ
こ
に
自
ら
一
定
白
法
則
・
秩
序
(
大
殻
法
則
)
白
存
す
る
こ
と
が
、

こ
こ
に
は
じ
め
て
、

グ
ラ
ン
ト
に
上
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

こ
れ
を
コ
ロ
Y

プ
ス
の
7
メ
り
カ
鷲
見

rな
ぞ
ら
え
絶
讃
し
て
い
る
が
、
大
教

お

フ

}

ム

ロ

I

オ
プ
ザ
官
イ
ヤ
ル
a
y
A
γ

イ
)
ム
テ
f

法
則
を
愛
見
し
た
グ
ラ
ン
ト
の
功
績
は
、
成
程
、
す
ぐ
れ
て
大
き
い
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
が
直
ち
に
主
位
協
舎
合
員
に
勅

ズ
江

l
ス
ミ
ル
ヒ
(
}
吋
百
協
同
巳
岳
山
4
0斗

l
弓
)
は
、



任
し
究
所
以
て
あ
ろ
久
ロ
し
か
し
新
大
陸
の
登
見
に
策
づ
か
ず
、
且
ワ
、
遺
境
を
か
こ
ち
つ
つ
逝
い
た
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
よ
う
に
、
わ
が

グ
ラ
ン
ト
も
亦
、
大
致
法
則
に
池
り
生
直
吉
つ
つ
も
、
こ
れ
に
意
識
せ
ず
、
こ
れ
も
賢
し
く
不
遇
の
う
ち
に
五
十
鈴
歳
の
生
涯
を
閉
ぢ
た
。

グ
ラ
ン
ト
に
、
死
亡
生
盛
衰
の
萌
芽
的
形
態
が
見
ら
れ
る
c

削
ち
、

(
A
百
島
謬
、

出生者lυo人中、最初心
6ヶ年聞に死亡する者

ヨたの10ヶ年 24人

事ニの10ヶ年 15 

第三の10ケ年 9 

第四010ヶ年 4 

衣 8

衣 2

"之 1
E註これは今日の宛ι骨抜
(dx)欄いちたる圃谷山3

出生者Joo人中、生J盛者

6年後 64人

16"" 40 
26f111 25 

36011 16 

16" 11 10 

56"" 6 
66ft" 3 

76/! /1 

8611 11 0 

E註これは広存若放(lx)

棚.谷山】

議

ヨ
同
翻
察
』
ニ

O
丸
ニ
二
一
頁
よ
り
作
製
)

見
ら
れ
る
ご
と
く
、
期
ぜ
ず
し
て
死
亡
生
磁

表
の
門
口
に
到
達
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
更

に
進
ん
で
一
暦
の
研
努
を
積
み
、
理
解
を
深
め

た
か
っ
た
こ
と
は
、
草
創
期
の
こ
と
と
は
い
え
、

憾
み
て
侍
飴
り
あ
り
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
均
。

が
創
立
さ
れ
る
ま
で
、
生
命
保
険
及
び
年
金
は
、
共
に
賭
博
的
・
詐
欺
的
一
三

7
ン
ス
が
甚
だ
濃
厚
J
t
あ
っ
た
。
保
険
料
も
死
十
し
率
の

扱
て
、
既
諸
白
如
く
、
ェ

F
イ
F
プ
ル
舎
祉

ょ
に
玄
っ
て
算
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
ぞ
は
な
い
。
危
険
率
の
高
い
も
の
か

b
は
、
モ
れ
に
臆
ず
る
、
高
い
保
険
料
を
、
低
い
危
険
諮
に

は
低

w
料
率
を
と
い
う
プ
リ
ン
シ
プ
ル

i
l
エ
ド
マ

YF-
ハ
レ
ー
が
プ
レ
ー
ラ
ウ
表
ゼ
極
力
主
張
し
た
原
則
ー
ー
に
背
馳
す
る
態
の

険
読
多
と
目
さ
れ
る
、
か
の
、

も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
エ
ク
イ
グ
プ
ル

(
A
員
長
r
)

な
も
の
で
は
た
か
っ
た
。
例
え
ば
、
英
図
て
最
も
古
い
生
命
保

ロ
ン
ド

y
市
民
に
し
て
製
盟
業
者
た
る
W
・
ギ
ポ
ン

(
2
5
E
5
8
)
な
る
宮
被
保
険
人
と
し
、

同
じ
く
ご

F
Y市
民
に
し
て
市
参
事
宣
た
る

R
・

7
チ

Y
2
2
E
E
E
)
を
保
険
契
約
者
と
す
る
保
険
設
券

B
2
5

思
詔
)
は
、
保
険
制
閉
す
二
ヶ
月
、
保
険
金
額
三
八
三
ポ
ン
ド
六
シ
リ
ン
グ
八
ベ
Y

ス
。
保
険
者
は
十
六
人
、
共
同
保
険
。

そ
し
て
そ

死
亡
事
に
つ
い
て

第
七
十
四
告

白
保
険
料
は
八
ガ
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
ギ
ポ
ン
の
死
亡
率
を
考
慮
し
て
八
必
の
保
険
料
を
取
立
て
た
の
で
は
な
い
。

四
『
紳
工
、
わ
が
ギ

四
O
大

第
六
競



第
七
十
四
谷

ポ
ン
に
健
康
と
長
命
を
授
け
給
え
』
と
誰
か
に
挿
記
L
、
祈
闘
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
霊
験
途
に
あ
ら
た
か
な
ら
ず
、
越
え
て
翌
一
五
八

四
年
五
月
九
日
、
黄
泉
の
客
と
友
る
。
す
る
と
、
十
六
人
心
保
険
者
は
、
「
一
耐
の
御
名
に
於
て

E
F
o
Z
F
Z
d
o
止
の
o品

L
P
E
S』
契

苑
亡
事
に
つ
い
て

四
O
七

第
六
鵠

四

約
を
締
結
し
ヲ
つ
も
、
一
ヶ
月
を
二
十
八
日
と
し
て
計
算
す
れ
ば
保
険
期
聞
を
経
過
し
て
い
る
と
言
い
募
っ
て
、
こ
ぞ
っ
て
保
険
金
支

抗
を
拒
絶
す
る
皐
に
出
た
。
こ
と
に
、

R
・マ

l
チ

Y

の
提
訴
と
な
る
。
乙
の
噴
、
己
う
し
た
類
の
ケ
ー
ス
は
、
日
常
の
茶
飯
事
に
す

ぎ
な
い
。
見
ら
れ
る
通
り
、
甚
だ
不
合
理
に
し
て
、
且
つ
、
す
ぐ
れ
て
詐
欺
的
・
賭
博
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
比
あ
っ
て
、
死
亡
率
に
立
脚
し
た
年
金
計
算
を
技
唱
し
た
の
は
、
オ
ラ
Y
ダ
州
楓
督
代
理
(
の
E
邑

P
E
S
O同
)

に
し
て
致
問
牢
者
ヨ
ハ

γ
・
ド
・
ウ
イ
ザ
ト
(
]
。
V
E
骨

Z
F
H
O
M日
1
3
)
で
あ
っ
た
。
一
六
七
一
午
、
彼
は
議
舎
に
報
告
書
士
提
山
し
、

苑
亡
卒
(

J

般
死
亡
率
)
に
基
づ
〈
合
理
的
年
余
計
算
D
笠
施
主
勧
告
し
た
。
死
亡
率
の
研
究
が
、
年
金
計
算
に
鹿
沼
す
ペ

〈
、
ム
寸
何
不
充
分
で
あ
り
、

E
ま
た
、
他
の
事
情
も
あ
っ

τ、
賢
施
の
運
び
に
は
立
ち
到
ら
た
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、

早
き
に
あ
っ
て
、
こ
り
提
言
は
、
叢
し
、
卓
見
と
い
う
べ
き
て
あ
匂
う
。

己
れ
は
、

一
六
七
一
年
白

(ロ)

E
・
ハ

v
l

Z
F
マ
y
ド
・
ハ

V
-
2
-
5
5色
白
色

-4
呂
田
合
|
守
色
)
が
、
プ

V
ス
ラ
ウ
表
白
序
文
ゼ
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
グ
ラ

Y
ト
及
び
.
へ

ァ
テ
ィ
ー
の
表
は
、

ω人
数
が
快
け
て
い
る
。
例
死
亡
者
の
死
亡
年
齢
が
な
い
。
就
中
、
ゆ
ロ
ン
ド
y
や
グ
プ
リ
ン
市
の
よ
う
に
、
外

部
か
む
大
量
に
、
且
つ
、
不
規
則
に
鴨
入
し
て
宜
伸
る
が
如
き
都
市
の
統
計
に
基
づ
い
て
作
製
さ
れ
た
死
亡
表
は
、
著
者
連
も
よ
く
自
認

し
て
い
る
よ
う
に
、
甚
だ
不
完
全
な
も
白
で
あ
っ
た
。

充
分
多
数
の
同
一
年
齢
白
者
白
、
年
々
白
死
亡
生
残
の
委
主
現
買
に
記
録
し
て
い
く
方
法
は
、
技
術
的
に
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、

時
間
的
に
も
優
に
百
年
は
要
す
る
課
題
て
あ
る
。
剰
さ
え
、
生
命
表
が
完
成
し
た
醗
陀
は
、
こ
れ
を
適
用
す
べ
き
人
間
一
位
舎
が
時
す
で



に
著
し
い
同
型
化
士
遂
げ
て
お
り
、
た
め
に
、
モ
れ
は
現
貨
か
ら
甚
だ
し
〈
講
離
し
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
死
亡
生
残
表

白
作
製
に
あ
た
ワ
て
は
、
自
然
増
加
(
出
生
敷
と
死
亡
数
の
差
〕
が
殆
ん
ど
な
く
、
移
住
に
よ
る
特
出
入
も
取
る
に
足
り
ぬ
少
数
て
あ
る

が
如
き
静
態
的
批
曾
が
望
ま
し
く
、
己
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
人
口
統
計
と
年
齢
別
死
亡
者
数
(
死
亡
統
計

v
t基
礎
と
し
て
算
出
す
る

+
刀
法
が
と
ら
れ
る
。

シ
レ
ジ
ヤ
白
プ
レ
ス
ラ
ウ

(
F
E
E
)
市
は
理
想
的
に
己
の
保
件
を
充
た
し
て
い
た
。

こ
れ
、

A

V

!

の
生
命
表

に
同
市
が
取
扱
わ
れ
、

E
ヲ
、
モ
れ
が
す
ぐ
れ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

死
亡
率
は
い
う
ま
で
も
な
く
確
率
(
統
計
的
)
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
確
準
論
は
、
漸
〈
十
七
世
組
中
頃
、
パ
ス
カ
ル
(
出
E
E
E
E日

同日目

t
S
)
平
フ
江
ル
マ

l
Q
H
R
B
P
】

1
2
E

ニ白
2
t
o日
)
に
匹
胎
し
、
更
に
ド
・
モ
ア
ブ
ル
(
〉

Z
Eヨ
骨
冨
0
2
5
H
B吋ilド
42)
以
下

白
諸
事
者
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
た
、
雅
い
閉
世
間
て
あ
る
。

一
方
、
死
亡
率
の
算
出
に
必
要
た
充
分
多
数
心
、
死
亡
生
残
に
関
す
る
資
料
は
、
園
勢
調
査
・
戸
籍
・
数
舎
の
台
帳
か
ら
得
ら
れ
る
。

し
か
る
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、
芙
閣
に
於
て
も
、
平
っ
と
一
八

O
一
年
の
と
と
に
す
ぎ
な
い
。
営
っ
て
、

勢
調
査
が
議
舎
に
提
案
さ
れ
た
が
、
猛
烈
左
る
反
針
に
あ
い
、
敢
え
な
く
も
否
決
さ
れ
た
。
国
勢
調
査
が
、
内
に
あ
っ
て
は
、
園
王

対
イ
wn
ブ
ッ
ク

白
徴
兵
・
徴
税
白
手
引
書
と
な
り
、
外
に
向
つ
て
は
、
圏
カ
の
公
表
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
ヨ
グ
州
選
出
代
議
士
ソ

l

y
ト
y

(
目
。
臣
官
)
白
危
慢
す
る
如
く
、
『
イ
ギ
リ
凡
人
目
自
由
む
最
後
白
カ
ケ
ラ
ま
で
も
顛
覆
す
る
も
白
』
と

L
亡
、
葬
り
去
ら
れ

hG
こ
う
い
う
有
様
で
あ
る
か

b
、
一
八

O
一
年
以
前
に
あ
っ
て
は
、
信
用
す
ペ
き
官
臆
統
計
は
存
し
在
h
o

一
七
五
三
年
、
圏

一
五
三
八
年
、
へ

Y
F
l
八
世
が
時
の
神
祇
官
T
-
グ
ロ
ム
ウ
ェ
ル
(
吋
吉
白
田
町
目
白
書
ロ
)
陀
裂
し
た
訓
令
に
謹
い
、
爾
来
、
教
舎

は
洗
撞
・
埋
葬
・
結
婚
の
記
録
を
績
げ
て
い
る
。
序
な
が

b
、
ロ

l
T
時
代
に
は
、
芯
、

h
Q
H
N
E
E
h
m
h
N
H
N
h
s号
が
あ
り
、
中
世
ヨ

l

ロ
ァ
パ
て
は
、

7
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
市
及
び
プ
レ
ス
ラ
ウ
市
の
死
亡
記
録
が
聞
こ
え
て
い
る
。
其
伯
、
ゼ
ノ
ア
・
グ
プ

p
y
・パ

p
-

死
亡
事
に
つ
い
て

第
宅
十
四
巻

四

O
八

第
六
披

四



死
亡
車
忙
ワ
い
て

第
七
十
回
程

四
O
丸

第
大
披

四
四

イ

y
r
一プ
Y

F
等
の
士
門
記
録
が
す
ぐ
れ
て
加
る
。
己
れ
、
グ
ラ
Y
ト
・
ベ
ッ
テ
ィ

1
及
び
ハ
レ
ー
が
数
曾
の
台
帳
に
斉
料
全
仰
が
ね
ば

社
ら
長
か
っ
た
所
以
て
あ
る
。
と
の
阻
因
万
一
び
宗
教
的
偏
見
に
基
づ
〈
迫
害
も
あ
っ
て
、
死
亡
率
の
研
究
は
、
容
易
た
業
て
は
た
か
っ

た。
奴
て
、
天
」
文
庫
J

者
忙
し
て
〈

ν
1
曇
星
の
拍
車
見
者
R
・山

ν
ー
は
王
位
協
曾
の
依
腸
に
上
り
、

G
-
w
-
一
フ
イ
プ
ユ
ッ
ツ
が
同
協
合

に
扶
位
し
た
、
プ
レ
ス
ラ
ウ
布
の
死
亡
去
に
つ
い
て
精
密
在
る
研
努
を
行
っ
た
。
研
究
成
果
主
、
機
闘
誌
】
V
E
-
2
4
E
E
4
H目的
R
E
F

〔
〈
巳

F
E
α
1
2
0〕
に
調
戦
登
ま
し
た
の
が
、
有
名
な
7
V
ス
ラ
ウ
表
て
あ
る
。

一
六
九
ゴ
一
年
。

と
れ
は
、
同
市
の
牧
師
C
・
ノ
イ

マ
ン
(
口
自
匂
R
Z
E
E
Eロ
H
E∞

H45)
の
所
蔵
す
る
資
料
誌
び
に
一
六
八
九
年
よ
り
九
一
年
に
わ
た
る
五
ヶ
年
間
の
人
口
統
計
と
死
亡

統
計
か
ら
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
性
別
・
年
齢
別
・
死
亡
者
数
が
輿
え
ら
れ
、

E
つ
、
静
態
的
都
市
プ
レ
ス
ラ
ウ
を
資
料
と
し
て
算

ロ
Y
ド

y
表
向
、
グ
プ
U
P
y
表
の
も
つ
諸
歓
賄
か
ら
菟
か
れ
て
い
る
。

出
し
た
己
の
死
亡
生
時
間
表
は
、

ハ
ν
は
こ
白
死
亡
生
時
間
表
の
一
功
徳
を
列
翠
し
て
、
日
く
、
川
徴
兵
の
安
料
と
し
て
佼
立
つ
。
例
各
年
齢
毎
D
死
亡
率
・
生
存
率
が

わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
故
に

紛
生
命
保
険
・
年
金
計
併
に
利
用
出
来
る
。
即
ち
、
各
年
齢
の
一
死
亡
諮
は
異
な
る
。
ゆ
え
に
、
死
亡

率
に
臆
じ
た
、
各
年
齢
毎
白
保
険
料
・
掛
金
を
算
定
し
、
徴
牧
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。
彼
は
こ
白
原
則
に
立
っ
て
、
務
定
利

率
六
形
、
五
年
毎
の
生
命
年
金
表
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。
と
れ
、
〈
レ

1
第
三
表
。

、Jて
1

出
円
。

ω-P戸

締

占

有

罪

wm
円
時
幣
・

H 
~ ..， 
日∞

む
・

H
A

同
・
一
-
∞

。
口
混
同
∞
}
抗
日

m
v
H
 

H
 

。∞

H
 

E 

H
0
6
 

fω

引
時

。



Bresl山第二表

床建岩

1000人

661 

628 
598 

567 

531 

490 

445 

397 

346 

292 

242 
192 

142 

88 
41 

19 

レ

齢
ハ

年

1
日

目

別

部

副

部

曲

目

叫

田

町

佃

田

町

町

田

副

T. O' Donnel. HIstory cf 
liitl 1¥1母urauce.p. 123 

茜
第
二
表
は
、
責
際
に
は
、
一
歳
か
ら
八
四
歳
ま
で
、
各
年

齢
別
生
残
骨
数
が
興
え
ら
れ
て
い
る
。
と
乙
に
掲
載
し
た
の

は
五
年
担
き
の
抜
翠
で
あ
る
。

ハ
v
ー
が
そ
の
プ
V

ス
ラ
ウ
表
て
自
負
す
る
が
如
く
、

グ
ラ

Y
ト
の
『
諸
観
察
』
に
比
べ
、
成
程
、
こ
れ
は
格

段
の
準
歩
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ

と
て
も
、
尚
、
不
完
全
の
畿
を
免
れ
た
い
。
表
を
作
成
し
た
デ
i
グ
ー
が
、
そ
の
数
に
於
て
梢
々
乏
し
〈
、
た
め
に
、
経
験
的
確
率
売

る
死
亡
率
へ
大
扱
法
則
)
の
信
頼
度
を
、
幾
分
、
損
ね
る
も
の
が
あ
る
。
近
似
的
計
算
(
楠
開
法
)
を
飴
儀
た
く
さ
れ
央
箇
庭
も
あ
れ
J

、

ま
た
第
1
表
に
見
b
れ
る
が
如
き
空
白
も
出
来
し
わ
。
草
創
期
に
は
止
む
を
得
ぬ
己
と
て
あ
ろ
号
。

ぽ
な
ら
ぬ
。

死
亡
生
接
哀
の
完
成
は
、
や
は
り
籍
す
陀
時
日
を
以
て
し
、
祉
合
・
経
済
の
護
連
平
統
計
感
・
確
率
論
D
A
7

一
段
白
研
裂
に
侯
た
ね

。ヵ

後

蓬

死
亡
生
残
表
は
ハ

v
l
以
後
、
多
く
の
翠
者
に
よ
っ
て
、
研
究
と
工
夫
改
良
が
加
え

b
れ、

一
歩
一
歩
完
成
白
域
に
接
近
し
て
い
〈
。

絞

者

こ
と
に
着
目
し
、

F 

sε 
ア

プ
ヌレ

己は
れそ
げの

近著
イ略 b 
二すも山、

長3
成立

めミ、

言十 安
算 5
'X'、

簡に
宇於
'ru て
し工

夫子
卒
者ヤ

取
名E
U勺

ハ
v
ー
の
生
残
表
が
算
術
級
数
を
た
し
て
い
る

R
・
へ
イ
ズ
(
同
E
雪
印
国
4
2
)
は=一

O
歳
か
ら
七

O
歳
に
い

た
る
問
白
す
ぐ
れ
た
年
金
表
を
登
表
し
て
い
る
。

ま
た
、

w
・
ク
ル
ス
ブ
l
ム
〔

4-
同
oam-52
は
オ
ラ

Y
グ
及
び
ウ
エ
ス
ト
フ
リ

-一フ
Y

F

(
司
監
P
E
S
-
3
地
方
在
住
の
年
金
受
領
者
に
つ
き
、

そ
の
経
験
表
を
作
成
。
更
に
、
ー
・

p
・ズ
t

一
|
ス
ミ
ル
ヒ

(
E
g

死
亡
事
に
づ
い
て

第
七
十
四
巷

第
六
鵠

E 

O 

四
五



死
亡
車
に
つ
い
て

第
七
十
四
を

四

第
六
銃

四
，、

E
O
H
E
a
H
5
-
o
r
弓
ミ
ー
ミ
)
白
「
紳
白
秩
序
』
、

T
・
v
y
プ
ス
Y

(

目。自白山

F
E官
E
)
「
年
金
及
び
保
険
の
原
斑
』
等
々
は
死
亡
率
の

歴
史
に
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
古
賊
て
あ
る
。
と
う
し
て
、
約
半
世
担
の
問
に
、
死
亡
率
の
間
判
明
一
と
ぞ
の
庭
用
は
、
質
に
め
ざ
ま
し
い
準
歩

を
遂
げ
た
。
そ
し
て
、
か
の
エ
グ
イ
グ
ブ
ル
の
殻
起
人
、

-
-
F
ッ
F
ス
Y
の
奔
走
に
よ
り
、
死
亡
率
は
、
還
に
、
保
険
料
算
定
の
某

礎
に
経
上
が
り
、
不
動
の
地
位
に
就
く
。
己
こ
に
合
想
的
・
科
事
的
料
率
の
歴
史
が
始
ま
る
。

章
者
ド
ッ
ド
ス
ン
が
一
七
五
五
年
、
世
に
問
う
た
野
作

h
b
s
i
E
2
3町号
、
』
に
は
、

す
る
諸
問
題
を
取
扱
っ
て
お
る
o

彼
は
、
更
に
、
ハ
レ
ー
の
主
張
す
る
原
則
に
時
間
る
生
命
保
険
舎
一
祉
の
創
立
を
瑳
A

目
立
案
し
た
o

木
幸

に
も
創
立
を
見
づ
し
ず
他
聞
押
し
件
が
、
彼
心
理
論
と
抱
負
は
エ
ク
イ
グ
プ
ル
に
賢
現
せ

b
れ
た
。
町
ち
、
同
一
祉
は
、
ド
ッ

F
ス
Y

の
提

案
に
基
づ
き
、
八
歳
か
ら
六
七
歳
ま
で
の
年
齢
階
級
別
保
険
料
率
制
を
採
用
し
た
。
男
女
の
直
別
は
た
い
。
但
し
五
十
歳
以
下
¢
婦
人

す
で
に
閉
確
に
生
命
保
険
に
閥

並
び
に
危
険
左
右
職
業
に
従
事
す
る
4
4
K
就
い
て
は
、
一
定
の
割
増
保
険
料
を
泊
徴
し
た
。
夫
々
、
婦
人
危
険
(
向
。
自
己
o
r
p
g
E
)
、

職
業
危
険

(
C
2
毛
色
s
r
E
E
)、
と
い
う
。
共
他
、
青
年
危
険
々
o
d
F
F白
白
白
)
も
あ
っ
た
。
休
職
士
官
に
は
十
一
%
の
、
ま

子
、
酒
類
航
費
者
に
劃
し
て
も
相
営
額
の
割
増
保
険
料
が
泊
加
後
牧
さ
れ
て
い
h
f
o

こ
こ
に
、
保
険
に
お
い
て
も
、
等
償
受
換
が
原
則

L
r
一
な
る
に
い
た
る
。
こ
れ
は
保
険
史
上
の
大
草
命
と
い
わ
ね
ば
た
ら
ぬ
。
問
祉
が
合
理
的
・
科
圏
一
的
・
近
代
的
生
命
保
険
の
元
祖
と
い

わ
れ
る
所
以
て
あ
る
。

践
い
て
は
博
士

R
・
プ
ラ
イ
ス

(
E
H
H
E丘
F
E
E
T
E
Y
P一
の
著

S
R
E
Q
S
E
E
h
f号
2
P
S号
、
辛
苦
言
、
(
】
42)

は
寡
婦
・
老
人
年
金
及
び
生
命
保
険
に
閲
す
る
劃
期
的
弊
作
て
あ
る
。

ま
た
、

モ
心
手
に
成
る
/
ず
ン
プ
}
ン
表

(
Z。民
F
Pヲ勺一昨。
b

F
E
O
)
は
ま
さ
に
射
程

ω
墜
巻
て
あ
り
、

エ
タ
イ
グ
プ
ル
祉
が
、
直
ち
に
採
用
し
た
り
を
は
じ
め
、

州
の
生
命
保
険
品
目
祉
は
殆
ん
ど
皆
、
己
心
死
亡
生
残
表
に
依
摸
し
て
い
わ
o

プ
ラ
イ
ス
及
び
モ
白
甥
に
し
て
、

前
世
組
前
半
に
い
た
る
ま
で
、
欧

エ
ク
イ
F
プ
ル
の
プ
グ



チ
ュ
ア
リ

l
た
る
W

・
モ
ル
ガ
ン

(
4
4己
E
自
君
。
同
唱
ロ
)
の
、
死
亡
生
残
夜
心
完
成
に
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
)
近
代
的
生
命
保
険
の
護
逢

に
議
し
た
功
績
は
、
水
く
青
史
に
残
る
J
1

あ
ろ
う
。
序
た
が
ら
一
、

憶
古
る
ベ
主
で
あ
る
。

一
七
八
七
年
は
、
最
一
初
心
経
験
死
亡
生
残
表
が
生
誕
し
た
年
と
し
て
記

其
後
、

w
・
モ
ル
ガ
ン
む
同
第
二
表
(
一
八
三

四
)
が
現
わ
れ
、
更
に
、
英
関
十
七
曾
祉
表
(
一
八
四
一
三
、
英
図
二
十
社
表
(
一
入
六
九
)
、
他
多
〈
白
生
命
去
が
出
来
し
て
hv
る。

米
-
m
伺
・
悌
其
他
言
明
暗
刊
閣
に
あ
っ
て
も
、
時
に
隠
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
園
民
表
・
経
験
哀
を
作
成
し
、
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
喋
々

イ
ギ
リ
ス
ゼ
は
G
・
J

ア
ピ
ス
(
ロ
ロ

2ω)
白
エ
ク
イ
グ
ブ
ル
第
一
表
(
一
八
二
五
)
、

ず
る
ま
で
も
な
い
。
死
亡
率
も
亦
歴
史
的
に
池
田
目
的
に
人
稀
的
に
相
具
し
、
時
鈍
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

東
京
帝
国
大
墜
教
授
、
藤
津
利
害
太
郎
博
士
が
、
朋
治
十
四
年
か
ら
同
二
十
年
に
わ
た
あ
七
ヶ
年
間
の
人
口
統
計
・
死
亡
統
計
に
碁

づ
い
ず
山
完
成
し
た
藤
汗
第
一
表
(
園
民
表
)
が
我
図
最
初
心
死
亡
生
残
表
て
あ
る
つ
最
一
初
の
経
験
表
は
、
海
老
原
介
太
郎
氏
が
、
日
本
・

明
治
。
帝
間
コ
一
祉
の
統
計
・
資
料
に
つ
い
て
、
=
一
年

ω歳
月
を
費
し
て
作
成
L
F
日
本
一
二
合
枇
長
一
。
明
治
四
十
一
一
一
年
。
共
例
・
各
種
各

議
の
生
命
哀
が
多
く
柏
思
表
さ
れ
て
い
る
。
今
日
民
保
子
使
用
さ
れ
て
い
る
死
亡
山
町
時
間
表
は
眉
八
表
(
昭
和
一
一
一
一
畠
ー
の
国
勢
調
査
と
同
年
の
死

亡
統
計
か
ら
算
出
L
、
昭
和
二
五
年
接
表
さ
れ
た
)
。
簡
保
の
モ
れ
は
簡
易
保
険
経
験
表
(
昭
和
五
年
四
月
か
ら
同
十
午
三
月
に
い
た
る
聞
の
簡
保
組

験
表
。
男
女
混
合
長
)
。

1
 
1
 
(
 
4
R
E
E
D白
E
P
O
]
l
h
N
5
3
q
p
¥
n
h
t也
、
話
語

R
R
2
5
H
2、言、号、
S
F
旬
同
点
。

久
留
島
鮫
誼
語
、
死
亡
表
に
闘
す
る
自
然
的
政
治
的
諮
問
酬
察
。
第
一
向
版
社
。
昭
二
=
一
、
=
四
ニ
頁
。

G
E
E
E
回
目
司
出
口

=
1
P
5
2
2
ぞ
3
5
4
h
t
hミ
司
見
事
認
可
与
守

3
E
Z
E
m
m
Z
E
唱・
4
日

l⑦

高
野
岩
三
郎
著
、
社
合
統
計
革
研
究
第
一
出
版
社
、
昭
一
三
一
、
八
六
瓦
。

高
野
者
、
前
掲
書
、
八
六
七
頁
。

(2) (日)

死
亡
寧
に
づ
い
て

第
七
十
四
谷

四

第
六
按

同
寸二
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(2) 

死

亡

率

)
 

J
1
 

(
 
人
口
増
加
と
死
亡
率

前
世
記
に
h
d
け
る
、
止
界
人
口
の
驚
異
的
増
加
は
、
そ
も
そ
も
、
出
生
率
の
上
昇
に
上
る
も
D
か
、
は
た
ま
た
死
亡
率
D
低
下
に
負

う
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
兎
角
に
論
議
の
分
か
れ
来
た
っ
た
庭
ぜ
あ
る
。

こ
れ
は
、
出
生
率
が
上
昇
し
亡
い
た
時
期
に
闘
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
い
づ
れ
も
正
し
い
。
け
れ
ど
も
、
主
り
適
切
に
は
、
死
亡
率
白

相
封
的
低
下
、
就
中
、
筑
幼
児
死
亡
率
の
著
し
h
低
落
に
因
る
も
の
で
あ
あ
。
出
生
率
・
死
亡
率
の
械
跡
は
こ
む
こ
と
を
如
貰
に
物
語

っ
て
い
る
。
殊
に
、
出
生
率
が
傾
向
的
減
退
を
辿
り
は
じ
め
た
後

i
lイ
ギ
リ
ス
て
は
前
世
紀
七
十
年
代
、
フ
ラ
Y

ス
は
前
世
記
初
頭
、

ド
イ
ツ
て
は
十
九
世
紀
末
、
ー
ー
の
人
口
増
加
の
原
因
は
、
ひ
と
え
陀
死
亡
率
の
よ
い
ツ
大
さ
な
低
減
に
求
め
れ
ば
法
b
ぬ。

山
川
生
率
は
前
世
相
末
頃
よ
り
、
世
外
的
規
模
に
於
て
低
下

ω趨
勢
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
一
暦
貧
困
佑
し
、

小
プ
ル
デ
ョ
ブ
が
プ
ロ
レ
グ

H
ヤ
に
特
化
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
児
童
勢
働
白
禁
止
・
弊
働
諸
立
訟
工
場
法
の
制
定
・
義
務
教
育
の

資
施
・
住
宅
事
情
の
悪
化
・
慢
性
的
失
業
・
婦
人
の
就
業
・
土
地
保
有
制
等
々
が
因
と
在
っ
て
産
制
を
意
欲
せ
し
め
、
他
方
、
強
蓬
せ

る
問
団
術
品
、
薬
品
が
こ
れ
を
可
能
在
ら
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
叫

死
亡
率
D
侭
下
も
亦
、
近
年
む
世
外
的
傾
向
て
あ
る
。
特
に
、
乳
幼
児
死
亡
率
の
低
減
は
著
し
い
。
そ
む
原
因
と
し
て
は
、
生
活
水

準
の
向
上
・
公
衆
衛
生
や
皆
島
干
の
進
歩
充
史
・
特
放
禁
新
薬
化
事
療
法
の
登
明
導
入
・
祉
合
政
策
乃
至
紅
合
保
障
制
度
の
究
施
、
等
々

が
翠
げ
ら
れ
る
。

我
図
の
死
亡
率
は
、
明
治
五
年
の
三
了
二
訴
を
出
荷
E

貼
と
し
、
以
後
上
昇
に
赴
童
、
長
く
ご

O
Z前
後
を
横
旬
し
て
い
た
。
大
王

死
亡
事
に
つ
い
て

第
七
十
四
谷

四

四

第
六
鵠

四
ブL



死
亡
率
に
づ
い
て

|五二主玉三EEE:|
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百七日
1三戸止
三}元£
L上一一上一

が
づ
て
、
証
年
、
死
華
経
は
英
大
た
額
に
達
し

τい
る
。

第
七
十
四
巻

※ 白人目み

(38) (51)位、 1938~f 、 1951年を示す。

〔北附害総務 λ口政策 p 国 コ
岡際漣合人口蹄古色村岡[，!(1952】J

四

五

第
六
漉

互王

O 

七
年
の
一
一
六
・
六
戸
を
ピ

l
グ
と

し
、
以
後
、
緩
か
た
カ

l
グ
を
描

い
て
減
少
の
注
に
就
く
。
然
る
に
、

昭
和
二
十
年
に
は
、
二
九
・
ニ

μ

と
い
う
未
曾
有
の
高
さ
に
津
し
た

が
、
園
民
山
町
活
白
安
定
と
と
も
に

金
落
し
、
昭
和
二
七
年
、
援
に
九

-OML
の
低
率
歩
一
記
録
し
?
。
町
ぞ

れ
は
、
買
に
、
昭
和
十
一
一
年
白
僅

か
に
克
三
一
d
p
に
す
ぎ
た
い
。
し
た

死
亡
諮
白
激
減
に
杵
い
、
各
閣
の
平
均
等
命
が
著
し
く
延
長
し
て
い
る
。
第
2
表
は
主
要
閣
の
平
均
寄
命
を
表
わ
し
、
第
3
表
は
、

例
を
ス
ェ

l
デ
γ
に
と
り
、
平
均
喜
一
町
命
白
延
長
、
し
た
が
っ
て
、
死
亡
率
D
低
下
心
歩
み
を
示
す
。

即
ち
、
前
世
和
初
頭
以
降
、
世
界
人
口
の
念
激
な
る
膨
張
は
、
出
生
率
の
上
田
町
民
基
づ
く
と
い
わ
ん
よ
り
、
寧
ろ
、
死
亡
率
心
相
封

的
低
落
に
図
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(ロ)

般

死

亡

率

通
常
、
就
い
て
云
々
さ
れ
て
い
る
死
亡
率
は
一
般
死
亡
卒
公
宮
間
E
O
E
H
己

E
F
i
E
Hろ
で
あ
る
。
と
れ
ば
、
車
に
、
或
年
の
総
人
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刑
務
日
刊
の
そ
れ
工
り
高
い
。
け
れ
ど
も
、
宍
一
れ
ば
と
ず
、
前
者
、
か
非
街
生
的
て
あ
り
、
ま
た
貧

窮
に
鳴
い
ぜ
い
あ
と
は
、
必
ず
し
も
云
え
た
い
。
老
人
の
死
亡
率
は
、
慨
し
て
高
h
か
ら
↑
ぜ
あ

る
。
年
齢
構
成
因
職
業
構
成
・
立
地
俸
件
・
策
伎
・
時
代
・
家
旗
の
多
寡
・
企
業
の
犬
小
、
更

に
、
風
俗
習
慣
等
が
異
な
れ
ば
、
つ
れ
て
死
亡
率
も
亦
自
ら
異
な
る
。
ゆ
え
に
一
般
死
亡
率
り

取
扱
に
あ
た
つ
で
は
、
特
に
慎
重
を
骨
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

統
計
的
法
則
の
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
死
亡
率
は
、
凡
ゆ
る
年
齢
階
居
に
於
て
、
均
一

の
比
率
を
以

τ、
且
つ
同
一
方
向
に
、
或
は
上
昇
し
或
は
下
落
す
る
も
の
て
は
友
い
。
換
言
す

死
亡
蔀
に
づ
い
て

第
七
十
四
巷

日
て
、
そ
白
年
内
心
死
亡
者
数
を

除
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

τ 

一
般
死
亡
惑
を
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
と
し
て
、
遠
山
r
に
、
そ
の
社
合

の
生
活
水
準
・
女
化
の
程
度
等
を

断
ず
る
己
と
は
出
来
た
い
ロ
社
舎

は
、
元
来
、
異
質
的
な
も
の
で
あ

づ

τ、
同
質
的
・
均
質
的
友
も
の

で
は
な
い
か

b
で
あ
る
。
例
え
ば
、

養
老
院
の
死
亡
率
は
、

一
般
に
、

第 3表 zp均害命の延長

|Z元副
|22l 

四

ノ、

第
占
ハ
按

五



死
亡
事
に
ヲ
い
て

第
七
十
四
巻

四

七

第
六
曲

五

年齢階車及別死亡率

れ
ば
、
年
齢
別
死
亡
曲
線
は
、
縦
軸

む
方
向
に
、
単
純
に
、
平
行
移
動
す

る
の
で
は
な
い
。
即
ち
、
第
1
聞
に

就
い
℃
見
b
る
る
如
く
、
乳
幼
児
の

死
亡
率
が
特
に
大
き
な
伝
帽
を
以
一

τ

受
動
し
て
hv
る
。
こ
れ
に
反
し
、
老

人
?
〈
れ
は
殆
ん
ど
愛
化
し
て
い
友

い
σ

し
た
が
っ
て
、
統
計
は
、
コ
ン

ド
ル
セ

l
(冨
宮
古
閉
口
百
円
URo--HJ1古

t
E
)
キ
ゴ
ド
ウ
ィ
Y
(当
日
白
目
白
o
i

「
4
5
・弓田町

1
H
g
。)
の
所
謂
『
人
命

第 1国

8c 

無
間
限
延
長
説
』
に
不
利
在
一
弔
問
言
を
奥

一
般
死
亡
率
と
部
分
死
亡
率
と
は
、
唯
に
そ
の
比
率
に
於
て
の
み
た
ら

F
、
ま
た
、
モ
の
一
運
動
方
向
を
具
に
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

え
て
い
る
。

そ
れ
は
、
例
え
ば
、

一
八
九
一
年
ー
ー
ー
一
九

O
O年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
並
び
に
ウ
ェ
ル
ズ
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

七
ガ
上
昇
しー」

た[])般
。死

「
一
率
が
、
こ
れ
に
先
立
つ
十
ヶ
年
間
の
モ
れ
に
比
し
、
二
・
九
必
低
下
し
た
が
、
乱
幼
児
死
亡
率
は
、
逆
に
、

同
様
む
こ
と
は
、
織
物
業
部
市
プ
レ
ス
ト
ン
(
宮
山

5)
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
い
。



更
に
、
経
済
的
階
暦
に
よ
っ
で
、
死
亡
率
の
高
低
、
鐙
動
率
の
大
小
に
相
濯
が
あ
る
。
経
済
的
土
居
階
級
に
あ
っ
て
死
亡
率
は
最
も

小
さ
く
、
下
暦
階
級
は
最
も
高
い
。
生
活
水
準
の
一
向
上
・
特
放
薬
や
新
築
の
出
現
・
離
感
の
欝
蓮
等
に
上
っ
て
賛
さ
れ
る
死
亡
率
の
侭

減
は
、
有
放
需
要
を
伴
う
富
裕
階
級
に
あ
っ
て
最
も
著
し
く
、
階
級
が
下
が
る
に
つ
れ
て
小
と
た
る
。
こ
れ
ら
の
恩
典
主
購
う
費
カ
に

F
一
と
快
く
最
下
院
附
階
級
に
あ
っ
て
は
、
特
故
時
間
キ
新
築
さ
て
は
す
ぐ
れ
た
問
団
術
も
、
総
じ
て
高
嶺
の
花
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

一
般
死
亡
率
の
、
殊
に
、
上
暦
階
級
に
b
け
る
死
亡
率
の
す
ぐ
れ
て
著
し
い
低
落
に
も
拘
わ
ら
ず
、
人
生
そ
の
も
の
が
印
ち
苦
痛
で
あ

る
下
層
階
級
に
あ
っ
J

し
は
、
停
滞
、
或
は
、
逆
に
、
上
昇
と
H
Aノ
現
象
も
生
じ
う
る
o

前
世
紀
末
、
プ
V

ス
ト

y
市
J

マ
は
、
一
般
死
「
一

率
は
縫
観
的
且
つ
願
著
に
低
減
白
一
迭
に
就
い
た
が
、
貧
困
家
庭
に
お
け
る
主
婦
の
就
業
忙
災
吉
れ
、
乳
幼
児
死
亡
率
は
、
却
っ
て
、

上
昇
に
赴
抑
的
。
死
亡
率
は
す
ぐ
れ
て
経
済
の
函
数
て
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
一
般
死
亡
率
は
、
何
わ
ぼ
、
多
同
盟
数
函
教
で
あ
る
。
一
一
暖
数
函
数
ぞ
は
た
い
c

歴
史
と
共
に
、
地
調
的
に
、
人
種
的

に
、
年
齢
階
級
ど
と
に
、
性
に
つ
れ
て
、
ま
た
経
済
的
階
層
に
際
じ
て
、
等
々
、
著
し
く
祭
具
す
る
も
の
ぞ
あ
る
。
ぞ
れ
は
、
決
し
て
、

固
定
し
た
も
の
で
は
左
い
。

一
定
白
比
率
を
占
め
る
、

E
v
p
一
を
明
ら
か
に
し
た
。
け
れ
ど
も
、
死

因
の
序
列
及
占
む
る
百
分
比
も
亦
、
武
久
不
鑓
ゼ
は
友
い
。
時
に
お
よ
び
、
鹿
児
臆
じ
て
、
推
移
し
穣
動
す
る
。
例
え
ば
、
昭
和
十
年

グ
ラ
ン
ト
は
、
死
亡
原
因
の
或
も
の
は
死
亡
繍
数
中
、
常
に
、

の
序
列
は
、
結
核
・
脳
卒
中
・
胃
炎
・
腸
炎
・
肺
炎
・
老
衰
・
旦
ー
産
・
腎
臓
炎
・
癌
・
心
臓
病
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
一
一
八
年
に
は
脳
卒

中
・
癌
・
老
衰
・
結
核
・
心
臓
病
・
肺
炎
・
腸
炎
・
早
産
・
不
慮
の
事
故
死
と
餐
っ
た
。
死
因
由
序
列
、
そ
の
占
む
る
パ

1
セ

Y

テ

。
も
ま
た
、
年
齢
階
居
に
よ
っ
て
甚
だ
し
く
差
具
の
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

フ
ア
グ

9
1
4《

以
下
、
主
た
る
若
干
の
要
素

r闘
し
て
、

H

偏
微
分
υμ

を
試
み
主
う
。

死
亡
曜
に
づ
い
て

第
七
十
四
巻

四

f又

第
六
時
抗

五



死
+
し
車
に
つ
い
て

第
七
十
四
者

同

六」

第
六
抽
出

五
回

V市

自

然

的

要

素

A 

ムー苧「

齢

年
齢
の
死
亡
率
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
他
の
如
何
な
る
要
素
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
著
し
い
。

「
人
は
死
す
べ
き
も
の
』
で
あ
っ
て
、

~司

千

年
も
高
年
も
生
き
』

b
れ
る
も
心
で
は
な
い
。
い
き
お
hv
、
年
齢
階
級
別
死
亡
率

(
F
o
n四

2
官
。
目
。
骨
巴
F
Z
Z
)
が
格
別
に
重
要
な
も
の

メ
ル
グ
マ

T
ル

と
な
る
。
と
れ
ば
高
人
に
共
通
な
る
物
混
的
尺
度
|
|
年
ー
ー
を
調
査
の
特
徴
と
す
る
鑓
数
系
列
(
年
齢
)
と
慶
数
系
列
(
死
亡
率
・
生

メ

ル

グ

マ

ル

存
率
・
死
力
)
と
の
組
合
せ
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
表
の
作
製
も
他
の
標
識
に
工
る
死
亡
率
表
に
比
べ
、
客
相
附
仙
川
を
具
え
て
お
旬
、
自

然
科
率
的
正
確
さ
に
於
て
犯
え
ら
れ
る
。
対
う
る
に
、
同
盟
数
系
列
の
組
合
せ
、
即
ち
量
と
量
と
の
函
敬
闘
係
で
あ
る
か
ら
、
更
に
進
ん

て
の
整
理
知
エ
も
矯

L
縛
る
。
融
制
或
別
死
亡
率
等
白
属
位
系
列
に
あ
っ
て
は
、
己
れ
に
反
し
、
何
よ
り
も
先
づ
、

Mf
白
分
類
方
法
に
困

難
が
積
わ
る
O
み
た
ら
ず
、
一
見
に
進
ん
て
の
統
計
的
整
理
加
工
は
、
到
底
、
鳳
到
来
な
い
。
き
れ
ば
こ
毛
、
ハ

ν
!
と
り
芳
、
諸
島
平
j

者
が

奉
っ
て
、
こ
の
年
齢
別
死
亡
生
時
間
表
白
研
究
・
作
製
に
懸
命
し
、
苦
心
惨
隠
し
た
の
で
あ
る
o

ま
た
、
エ
グ
イ
ダ
ブ
ル
は
じ
め
、
各
閣

の
生
命
保
険
脅
祉
の
怒
く
が
、
己
れ
に
擦
っ
て
、
保
険
料
を
算
定
し
、
リ
ス
ク
の
選
揮
を
行
い
来
た
っ
た
所
以
て
も
あ
る
。

年
齢
別
死
亡
曲
線
が
、
闘
に
よ
り
、
時
に
臨
ん
で
異
っ
た
叫
仰
を
と
る
己
と
は
喋
々
賢
一
冒
す
る
ま
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
オ
ラ
ン
グ
と

ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ

7
、
夫
々
具
ヲ
た
型
と
相
互
関
係
を
持
し
て
い
る
。
込
町
叩
挺
人
口
ク
セ
ジ
ユ
女
庫
三
八
・
九
頁
円
グ
ラ

フ
参
照
)
我
園
と
ア
メ
リ
カ
D
そ
れ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と
ベ
ル
ギ
ー

?
fれ
に
準
ず
る
。
時
間
的
建
還
に
つ
い
て
は
、
第
1
園
が
こ
れ
を

明
札
口
か
に
し
て
い
る
。

乳
幼
児
の
死
亡
率
は
最
も
大
空
い
。
と
り
わ
け
、
誕
生
よ
り
一
年
間
の
死
亡
率
は
す
ぐ
れ
て
高
い
。
た
め
に
、
生
命
表
陀
は
、
営
初
、

日
令
・
月
令
の
死
亡
生
残
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
年
齢
の
進
む
と
共
に
、
幼
児
死
亡
率
は
念
蓮
K
減
少
し
、
十
一
二
一
歳
に
吉
一
ワ
て
生



涼
に
沿
け
る
最
小
値
を
取
る
(
局
主
存
男
女
中
ま
と
も
に
)
。
爾
後
、
年
齢
と
北
九
陀
緩
か
た
上
同
線
に
就
く
。

A
-
ク
ト

v
l
の
調
査
に
よ

一
八
三

O
年
頃
、
ベ
ル
ギ
ー
に
あ
づ
て
は
、
す
ぞ
に
互
援
に
し
て
、
死
力
は
最
小
値
に
遣
す
る
と
い
旬
。
明
ら
か
に
、
死
カ
或

れ
ぽ
は
苑
ム
τ率
が
最
低
値
下
ゲ
取
る
齢
も
ま
た
絶
射
的
た
も
の
て
は
芯
い
。
第
1
国
心
、
中
て
も
特
に
大
正
一

O
年
曲
線
に
お
い
て
著
し
い
ド
、

十
五
歳
|
|
二
十
五
歳
の
隆
起
は
『
結
核
心
山
』
と
稽
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
づ
い
て
見
ら
れ
る
通
り
、
近
年
著
し
く
平
坦
佑

L
た。

と
れ
は
、
と
の
年
齢
階
居
に
扇
ず
る
人
々
の
結
核
死
亡
率
の
激
減
を
物
語
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
己
れ
b
A
以
て
直
ち
に
、
結
核
擢
病

率
が
激
減
し
た
と
速
断
し
て
は
を
ら
た
い
。

男
子
は
四
十
五
歳
頃
、
女
子
に
あ
っ
て
は
五
十
歳
頃
よ
り
、
死
亡
率
は
俄
か
に
念
勾
配
を
措
い
て
高
ま
っ
て
い
く
。

性

死
亡
率
は
、
性
別
民
主
っ
て
も
差
具
が
あ
る
。
概
し
て
、
姫
泊
予
期

rあ
っ
て
は
、
女
子
の
一
死
亡
率
は
つ
ね
に
高
率
を
一
か
す
。
姫
娠
・

介
娩
・
育
児
等
、
母
性
て
う
特
殊
事
情
に
基
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
更
年
期
(
四
王
平
!
四
七
き
に
於
て
、
雨
曲
線
は
交
錯
し
、
一
向

後
、
男
子
死
亡
率
は
、
常
に
、
女
子
の
そ
れ
上
り
高
h
。
出
生
前
後

rは
、
男
子
死
亡
事
は
女
子
を
凌
ぐ
。

A
・
グ
ト
レ
ー
に
工
れ
ば
、

苑
産
す
る
男
児
女
児
由
一
割
合
は
3
劉
2
0
生
後
2
ヶ
月
以
内
の
死
亡
割
合
は
4
劃
内
向
。
浦
一
歳
以
降
の
高
低
は
、
時
代

κよ
り
闘
に
上

町
J

直
々
。
て
あ
る
。
例
え
ば
、
局
2
表
に
あ
っ
て
は
、
満
一
歳
以
降
漏
四
十
二
歳
の
矧
聞
に
沿
い
て
、
四
百
に
女
子
が
大
き
在
敢
値
を
取
っ

τ
い
る
。
し
か
る
に
、
局
自
表
に
治
い
て
は
、
十
一
一
歳
に
い
た
る
ま
ゼ
、
男
子
は
、
つ
ね
に
、
高
容
を
維
持
し
て
い
る
。

B 

開
什
c
l
r
J
 フ

ア
グ
タ
1

場
所
も
亦
大
き
た
要
素
を
な
す
。
楓
じ
て
、
淑
暖
在
る
地
方
、
か
最
も
低
〈
、
酷
寒
・
猛
暑
の
地
ほ
ど
高
い
。

C 

場

-
九
世
相
初
頭
、
欧
洲
に
沿
い
て
は
、
中
部
(
濁
・
仰
・
和
・
伯
・
塊
・
ス
イ
ス
)
む
死
亡
率
最
も
低
〈
、
北
部
(
端
・
諾
・
丁
・
露
・
実
)

死
亡
車
に
つ
い
て

第
七
十
四
巻

四

O 

第
六
披

五
五



死
ム
し
寧
に
?
い
て

第
七
十
四
谷

四

第
六
皆

五
六

こ
れ
に
衣
ざ
、
南
部
(
葡
・
西
・
伊
・
希
・
r
工
)
が
最
も
高
か
つ
わ
。

今
日
て
も
北
欧
諸
国
・
低
地
地
方
・
英
・
併
・
ス
イ
ス
・
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
・
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
等
、
、
ョ
ポ
視
殴
な
諸
園
が
最
尚
良
く
、
メ
キ
シ
コ
・
イ
ン
ド
・
ガ
テ
マ
ラ
・

7
デ
ン
直
階
地
等
の
熱
帯

諮
地
域
は
異
常
た
高
卒
を
記
録
し
て
い
か
。

都
市
と
田
舎
ゼ
は
、
す
で
に
グ
ラ
ン
ト
が
指
摘
す
る
如
〈
、
前
者
が
高
い
u

ベ
ル
ギ
て
は
、
都
市
白
二
七
人

(
千
に
つ
雪
)
t亡
封

し
田
舎
は
一
二
二
=
人
で
あ
っ
た
。
ポ
ッ
シ
(
出
自
主
氏
の
一
-
ヱ
ア

Y
燃
の
統
計
」
に
採
れ
ば
、
同
一
地
方
て
も
、

(4) (3) (2) (1) 

山
地
の
町
村
、

海
沼
地
方
の
町
村
、

畑
地
地
方
の
町
村
、

池
沼
地
方
の
町
村
、

二
六
・
一
人

三
じ
・
大
人

凹
0
・
大
人

凹
八
・
一
人

死
亡
率
に
大
き
な

茅
旦
(
が
認
め
ら
れ
る
。
見
b
れ
る
遇

P
山
地
地
方
が
最
も
健
康
に
よ
い
c

山
や
海
漫
に

寒
暑
を
避
け
、
病
を
憶
や
す
所
以
で
あ
ろ
う
。
ハ
ッ
チ
Y

ス
(
出

F
E
M
R
r
E
U
)
女
史
・

ず
ィ

V

ル
メ
(
〈
E
2
Z
)
氏
も
夫
々
と
れ
に
左
和
す
る
詮
言
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

ノ、

ハ
ヰ
人
ド
ド
っ
き
)

ッ
チ

y
ス
女
史
に
よ
れ
ば
、
健
康
た
土
地
ほ
ど
、
筑
幼
児
の
死
亡
率
は
、
年
齢
の
進
む

と
共
に
よ
り
大
き
く
低
減
す
る
と
い
う
。

D 

季

節

季
節
も
亦
。
概
一
マ
目
す
れ
ば
、
酷
寒
・
猛
暑
・
高
協
は
高
き
死
亡
率
を
結
県
す
る
。
卸
ち
、
殿
AJ
に
最
高
の
ピ
ー
ク
が
見
ら
れ
、
夏
八

月
、
第
二
の
頂
黙
を
形
遣
く
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
部
・
北
部
ゼ
は
最
高
は
冬
、
最
低
は
七
・
九
月
頃
、
地
中
海
周
還
に
あ
ワ
て
は
、
冬

を
最
高
と
し
、
八
月
第
一
一
心
ピ
ク
が
現
わ
れ
る
o

最
高
死
亡
率
と
最
低
死
亡
率
と
の
差
は
一

o
d
p
乃
至
三
O
M
U
寒
さ
践
し
き
年
に

は
、
雨
者
の
差
は
更
に
大
き
く
、
む
り
わ
け
、
乱
見
・
高
齢
者
は
大
さ
た
危
険
に
曝
さ
れ
ふ
。

最
大
死
亡
率
・
最
小
死
亡
率
を
録
す
る
月
は
、
勿
論
園
に
よ
っ
て
具
志
る
。
端
・
伯
・
和
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

F
は
一
月
、
伊
・
西
・

茶
二
月
、
丁
・
諾
・
併
・
猪
は
三
月
に
そ
れ
ぞ
れ
最
大
死
亡
率
を
一
不
ナ
。
最
小
は
、
伯
・
ス
コ
ッ
ト
ラ

Y
F
は
七
月
、
寸
-
諾
・
瑞
・



務
・
填
は
九
月
、
伊
・
西
て
は
六
月
、
そ
し
て
俳
園
十
一
月
濁
逸
は
十
月
。
我
闘
で
は
、
十
二
月
か
ら
=
一
月
ま
で
、
就
中
、
-
一
月
は
最

高
の
率
を
示
し
、
つ
づ
い
て
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
高
く
、
五
-
六
月
が
最
も
低
円
。

兵
隊
及
び
乳
幼
児
は
、
他
。
階
居
に
比
べ
酷
暑
の
八
月
に
高
い
死
亡
率
を
印
す
る
。
前
者
は
濡
訓
練
に
、
後
者
は
、
停
染
病
に
因
る

も
心
と
思
わ
れ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
死
亡
率
最
も
高
く
九
一
・
七
詳
、

奴
隷
こ
れ
に
次
い
で
中
ぃ
七
・

o
z、
中
園
入
=
一
四
・
五
戸
、
そ
し
て
、
ジ
ャ
ワ
人
は
僅
か
に
二
五
・

o
zぜ
あ
っ

h。

生
活
環
境
の
激
鑓
も
亦
、
生
命
広
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
。
パ
タ
ピ
ヤ
て
は
、

(二4

職
手
・
飢
僅
・
配
偶
関
係

A 

戦

年一

第
二
女
世
界
大
戦
ゼ
失
っ
た
人
命
は
ご
-
一

C
高
六
千
人
、
死
傷
者
は
無
慮
三
一
四
回
O
高
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
破
壊
吉
れ
た
家
国
間

・
財
産
等
物
的
被
害
は
天
J

予
感
的
巨
額
に
達
し
た
。
職
中
職
後
を
逼
じ
て
産
業
L

仁
そ
の
活
動
は
破
壊
し
整
吉
れ
、
闘
民
均
し
く
疲
努
と

快
乏
に
さ
い
な
ま
れ
、
悲
惨
賓
に
や
る
か
た
た
い
。
園
民
生
活
は
み
{
く
疲
弊
困
館
其
の
極
に
達
し
、
不
幸
は
他
に
誓
ゆ
一
べ
く
も
た
い
。

戦
死
傷
者
は
、
兵
器
白
登
蓮
と
共
に
唯
に
戦
闘
員
の
み
左
b
ず
、
ま
た
無
皐
の
民
に
お
よ
ぶ
。

け
れ
ど
も
、
寓
邦
高
人
悉
く
こ
う
し
た
犠
牲
を
直
接
且
つ
致
命
的

r負
う
の
て
は
な
い
。
敗
戦
図
・
園
土
が
職
場
と
化
し
た
図
々
・

職
品
ず
の
た
め
に
海
上
貿
易
が
謹
断
吉
れ
、
た
め
に
、
糧
道
を
断
た
れ
た
商
業
圏
・
港
市
等
々
が
、
決
定
的
打
繋
を
蒙
る
の
ゼ
あ
る
。

戦
場
が
太
非
自
殺
方
に
あ
り
、
且
つ
西
欧
軍
白
兵
器
庫
で
あ
っ
た
戟
際
園
ア
メ
リ
カ
は
、
雨
度
の
大
識
を
遁
じ
、
出
生
率
に
於
て
、

死
亡
率
に
於
て
、
殆
ん
ど
言
う
に
足
る
同
盟
化
首
見
な
か
っ
た
。
死
亡
率
に
於
て
特
に
そ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
、
突
・
伸
二
闘
は
、
第
4
表
げ
い
つ
恒
て
見
b
れ
る
よ
う
陀
、
枢
軸
軍
が
獄
威
を
揮
ひ
つ
つ
あ
っ
た
一
九
四

O
年
、
死
亡

死
亡
車
に
ワ
い
て

第
七
十
四
在

四

第
六
鵠

五
七



死
亡
事
に
ワ
い
て

第
七
十
四
巻

四

第
大
器

五
ノ、、

率
は
目
立
っ
て
著
し
く
上
昇
し
た
。
以
後
、
と
れ
を
峠
と
し
て
、
英
闘
は
低
減
の
詮
に
就
〈
。
怖
閣
K
あ
っ
て
は
一
九
四
四
年
、
今
一

慶
び
上
昇
を
見
せ
、
爾
来
低
減
し
て
今
日
に
至
っ
た
。
他
方
、
目
猫
伊
=
一
回
間
に
あ
い
て
は
、
攻
勢
に
あ
っ
汗
一
九
四
一
一
年
l

き
て
、
死
竹

不
は
平
時
の
そ
れ
と
選
ば
左
い
。
し
か
る
に
戦
に
敗
れ
た
年
、
|
|
伊
閣
は
四
四
年
、
日
・
濁
は
四
五
年
1
1
1
、
前
古
未
骨
有
の
高
さ

K
飛
び
上
が
っ
た
。
共
の
後
、
経
済
の
安
定
す
る
と
と
も
に
、
死
亡
率
は
確
賢
且
つ
機
綾
的
低
下
世
泊
っ
て
い
る
。

主要因死亡率

h里1未|英|仇 1墨|日|潤|伊
1939 10.6 12.2 15.3 23.0 17.8 

40 10.7 14-4 18.5 23.2 16.4 12.9 j 13.6 

41 10.5 13.7 ]7.0 22.1 15.7 12.8 13.9 

42 10.4 12.4 16.7 22.8 15.8 12.2 14.3 

43 10.8 13.} 16.2 22.4 16.3 13.1 15.2 I 

44 10.6 12.8 19.1 20.6 17.4 15.6 15.9 

45 10.6 12.7 16.6 19.5 29.2 19.6 13.9 

46 10.0 12.1 17.6 13.0 12.1 

47 10.1 l!.4 13.0 I 16.3 ]4.8 11.9 11.4 

48 9.9 10.5 12.2 I 16.7 12.0 10.5 

第 4表

戦
の
問
外
に
あ
っ
た
闘
々
、
例
え
ば
メ
キ
シ
コ
に
あ
っ
て
は
、
戦
禍
の
死

「
卒
に
封
す
る
影
響
は
全
然
認
め
ら
れ
な
い
。
フ
ラ
Y

ス
は
、
再
度
の
大
股

を
遁
じ
て
、
我
園
は
一
九
四
五
年
、
人
口
の
同
然
増
加
は
マ
イ
ナ
ス
て
す
ら

あ
っ
た
(
岩
波
新
帯
、
世
界
経
稗
国
間
三
四
二
ニ
八
買
参
照
)
。
此
の
聞
の
事
情
は
、

-tf波新書世界姫君南国語~ p. 3E 

ナ
ポ
レ
オ

y
鞍
争
・
普
品
川
鞍
争
及
び
第
一
攻
大
敢
に
就
い
て
も
見

b
れ
る
。

同
一
園
内
に
あ
っ
て
も
立
地
僚
件
が
異
れ
ぼ
、
隠
じ
て
蒙
る
損
害
の
度
も
亦

お
の
づ
か
ら
差
異
を
生
ず
る
。
ナ
ポ
レ
オ

γ
の
大
陸
封
鎖
令
に
直
接
害
を
蒙

っ
た
の
は
、
奮
オ
ラ
ン
ダ
有
園
に
あ
づ
て
は
、
海
上
貿
易
に
生
活
を
委
ね
る
、

ゼ

I
ラ
ン
ド

(NE宮
内
』
州
を
は
じ
め
と
す
る
、

海
岸
に
)
泣
い
数
州
て
あ
っ

た
。
該
諸
州
に
あ
っ
て
は
、

一八

O
四
年
か
ら
一
一
一
一
年
の
期
聞
に
お
い
て
、

死
亡
数
は
出
生
教
を
凌
駕
し
て
h
た
。
然
る
に
、
ナ
ミ
ュ
ル

(
5
5
E
)
・

リ
ェ

1
ジ
ュ

(roS
等
の
内
部
諸
州
に
あ
づ
て
は
、
|
|
己
れ
b
の
地
方

は
農
耕
地
帯
て
あ
り
、
ま
た
、
兵
担
廿
製
遣
を
掌
っ
て
い
た
。

-
1
J
何
等
の
轡



同

化
も
見
左
か
っ
た
。

B 

飢
僅
・
パ
一
一

y
F

飢
僅
や
パ
-
F

ッ
グ
の
給
日
常
は
町
一
刻
現
わ
れ
る
も
の
ず
は
な
い
。
若
干
の
グ
イ
ム
。
ヲ
ッ
グ
昔
沿
い
て
反
響
す
る
こ
と
は
、
拾
見
向
T

乞

一
八
一
六
年
の
飢
僅
の
一
結
果
が
同
生
と
死
亡

食
の
数
及
び
そ
の
死
亡
率
に
闘
す
る
統
計
が
己
れ
を
有
力
に
物
語
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

一
六
年
の
死
亡
率
は

i
|
乙
の
年
が
大
飢
鑓
の
年
ぜ
あ
っ
た
に
も

の
率
に
現
わ
れ
た
の
は
、
漸
く
翠
一
八
一
七
年
の
む
と
で
あ
っ
た
。

拘
b
ず

l
i他
心
年
に
比
べ
て
少
か
っ
た
。
見
b
れ
る
遁
り
、
死
亡
率
の
み
を
以
て
、
濃
か
に
、
こ
白
年
が
幸
幅
な
、
祝
幅
さ
れ
た
年

そ
あ
っ
た
と
断
ず
れ
ば
、
大
き
た
訣
主
犯
か
す
こ
と
に
た
る
。
一
九
二
九
年
の
回
ハ
一
一

y
F
に
つ
い
て
も
同
様
白
事
情
が
見
ら
れ
る
。
ゆ

え
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
統
計
的
努
料
に
基
づ
く
結
論
、
用
う
る
方
法
に
つ
」
い
て
は
、
特
に
恨
主
を
期
さ
ね
ば
友
ら
ぬ
。

配偶関係と死亡率
(1929-31) (New York州〉

125;;1品 125歳 i4OJit-1 20歳 I40歳

有配偶者 12-81 1附 I3.78 I [).34 

調身者 1":71112841 ~田 1 6肝
113-16 1 

第5表

死
亡
車
に
つ
い
て

EnC'ycloょ，adiaBritaniC'a. Vo1.7， 1950. D. 113 

ま
た
、
そ
の
塵
カ
は
社
曾
の
凡
ゆ
る
階
居
に
均
等
に
、
か
か
7
て
〈
る
も
白
て
は
な
い
。
平

時
に
あ
っ
て
生
活
に
耐
え
ぐ
下
院
唱
階
級
が
、
職
中
戦
後
・
飢
僅
・
ベ
-
一
J

ク

rあ
っ
て
も
ま
た
、

最
も
の
ろ
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

係。

阻
偶
関
係
と
死
亡
率
の
聞
に
も
、
統
計
的
法
則
が
認
め
ら
れ
る
。
第
5
表
ゼ
明
か
な
る
如
〈
、

概
し
て
、
有
阻
偶
者
の
死
亡
率
が
最
も
小
さ
く
、
満
身
者
己
れ
に
女
ざ
、
飯
寡
孤
濁
L

離
婚
者
白

イ馬

E自

C 

配

側
に
あ
づ
て
最
も
高
い
。
女
子
の
粧
泊
予
期
に
あ
っ
て
は
、
特
に
二
十
歳
以
下
に
沿
い
て
有
配
偶

者
よ
り
猫
身
女
子
心
労
が
む
し
ろ
低
い
。
母
性
た
る
こ
と
、
就
中
、
身
憾
の
稜
育
不
充
分
な
時

期
に
あ
っ
て
は
、
姫
娠
・
分
娩
・
育
児
等
が
生
命
の
危
険
率
を
引
掲
げ
る
の
ぞ
あ
ろ
う
。

第
宅
十
四
番

第
六
鵠

豆王

九

四

回



死
亡
寧
に
ヲ
い
て

第
七
十
四
谷

四

五

第
六
競

ノ、
ιJ 

指
の
統
計
的
法
則
は
、
す
で
に
古
く
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
(
図
書

H
E富
島
田

t
g。
・
出
'
口
'
)
の
時
代
よ
り
知
ら
れ
て
お
り
、
後
、
ベ
ル

チ
ョ

Y

(
ロ
♂
〉

p
f
z
p
E
=
E
)
K
よ
っ
て
更
に
脂
侍
さ
れ
た
も
の
で
あ
ふ
。

扱
て
、
統
計
的
法
則
の
教
う
る
と
と
ろ

rよ
れ
ば
、
新
鮮
に
し
て
十
分
左
る
忽
気
・
食
糧
、
明
る
い
日
光
、
世
闘
い
清
潔
を
佐
宅
・
生

活
環
境
の
穏
か
な
日
常
生
活
、
そ
し
て
、
決
に
陳
べ
る
、
充
分
な
る
所
得
、
こ
れ
ら
が
死
亡
率
低
下
の
、
し
た
が
つ
で
長
需
の
、
必
要

際
件
て
あ
る
。

(1) 

《
ド
ロ
'
]
Zト
円
。
]
m
r
hい
え
昌
弘
明
誌
な
送
途
如
、
q
R
G
送
出
道
明
町
、
帰
刊
誌
も
守

h
九
道
、
。
法
同
辺
町
一
円
司
⑦
凶
司
】
白
出

F

H

W

E

E

S

、
組
枠
の
任
官
的
構
造
、
同
文
筒
、
昭
二
一
八
、
五
五
六
頁
e

酒
井
正
=
一
郎
課

大
来
・
原
共
著
、
ア
ジ
ア
経
静
岡
説
、
岩
波
新
書
、
一
九
王
回
、
二
一
六
七
頁
。

ω
同

何

回

E
G
前
掲
書
、
五
五
ー
l
王
丸
頁
。

ω
例
え
ば
英
図
で
位
、
一
九
世
相
以
降
、
産
業
草
命
の
結
果
貧
困
に
端
「
勢
働
者
、
貧
困
者
を
救
神
間
保
護
す
べ
〈
一
連
の
針
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

即
ち
、
簡
易
宿
泊
所
(
一
八
五
一
年
)
合
課
保
健
法
(
一
八
七
ご
)
紋
育
関
庫
負
捲
法
(
一
八
八
三
)
、
児
童
詰
(
一
九

O
八
)
、
関
民
保
険
法
(
一

九
一
一
)
家
賃
統
制
法
(
一
九
一
五
)
失
業
保
険
法
(
一
九
三

O
)
忍
捕
孤
児
岩
令
者
掛
金
牛
金
法
こ
九
二
王
)
官
人
保
護
法
(
一
九
三
八
)
そ

し
て
還
に
ピ
グ
ァ

p
ッ
ヂ
(
耳
回
開
。
話
E
止
。
)
の
『
ゆ
り
か
ど
か
ら
墓
場
ま
で
』
の
紅
合
保
障
制
度
武
施
(
一
丸
岡
八
)
止
な
る
。

〔
日
赤
純
沼
新
聞
、
一
九
五
二
、
一

o、
九
〕

器
準
の
逸
品
町
が
も
た
ら
す
死
亡
車
む
低
下
の
例
と

L
て
ロ

-
c
g長
官
の
あ
げ
φ

ロ
ン
ド
シ
の
産
婦
人
科
病
院
の
記
録
に
よ
れ
ぽ
、

可
邑
骨

t
白
白
骨

H45骨
tHgQh明
〔

U
m
g同
伺

O
E
E
o
Z岡山
内

白
〉
H
吐

令

】

〉

巴

除

〉

“

u
u
よ
H

〉

ヨ

己

凶

m
E
E
P
E
H
W

H
U

ミ

H

ミ

H
H
旬
、
、

H

ミ

同

b
口
。
。
ロ
巴
S
H
u
a
3

申
司
副
円
樹

山市蒋
δ
ミ
ミ



(7) (6) (5) (4) 

高
野
岩
三
郎
著
、
融
合
統
計
革
研
究
、
第
一
出
版
社
昭
二
一
一
、
一
九
一
頁
。

F
F
P
R
E
m
〉
言
言
、

h
h
b
8
5
S
え
言
者
是
正
、
宮
匂
]
苫
・
言
自
色
。

5
0
F
E
E
Z
E
5
2
2
言

戸

岩

∞

E
a
s
-

D
n
日
間
何
回
号
呂
田

ph~号
、
民
有
草
川
、

.
r
t
s
H
u
g
-
司
自
由
i
品

週
刊
朝
日
、
(
一
九
五
凶
、
七
、
一
八
務
主
凹
頁
)
。
情
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
四
八
年
、
心
臓
病
・
ガ
ン
・
脳
卒
中
、
不
慮
の
事
故
死
の
隅
で
あ

っ
た
。
(
朝
日
新
聞
、
一
九
五
一
ニ
、
十
一
、
二
八
)
外
闘
で
は
、
死
亡
率
の
低
下
し
た
も
の
、
防
チ
プ
ス
・
結
核
・
下
痢
、
時
炎
年
、
晴
加
し
た

も
O
心
臓
病
・
糖
尿
病
、
事
故
死
事
。
(
回
目

1
4
E包
囲
ユ

E
E
4
0
]
4・
E
白
骨

P
E
g
-
司
己
臼
)

岡
山

E
】
O
F
E
平
野
衣
郎
語
、
確
車
主
生
活
、
白
水
位
、
一
九
五
一
、
二
一
回
頁
以
下
。
特
に
、
一
一
一
三
l
i
四
頁
。

附

〉

β
官
官
冨
・
平
・
山
村
共
曹
、
人
間
忙
就
い
て
。
岩
波
丈
庫
、
昭
・
一
四
、
上
一
六
三
頁
。

ω
A・
ケ
ト
レ

1
前
掲
書
、
一
回
凡
丸
頁
。

同

A
・
ヶ
ト
レ
'
前
掲
書
、
一
三

O
i
三
三
頁
。

同
世
界
統
計
年
鑑
四
三
六
頁
。

同

A
・
ケ
ト

ν
二
削
掲
害
、
二
ニ
三
頁
、
一
四
四

l
五
頁
。

ω
凶困戸凶H.
門
出
ロ
号
狩

r
E
m
&え丈】】司V逼】匂V
-

守叶由

4
口

z。4
司=司=同

倫、】同戸刈戸.出ロ凹唱伺『F.M可コ
hや吋
D
迫主
h札込号仙怯宮言ザ耳gh守号町芭、号、芯柑。ベ¥、号守司完
t
迅屯hh忌
守
ヒ
量
同
芯
高h』p雪町吉も
E
z
H窃∞
古
(
令
】
FEkb。B旬民向
P。
P
H∞巴ω凶
巴
)
旬
円
。
∞
に
は

4君〈Fρ己争骨b
博
士
の
研
究
に

な
る
都
市
司
主
介
と
」
農
村
の
死
亡
車
が
五
階
刊
赦
帆
に
分
け
て
、
且
つ
年
令
階
居
別
に
詳
し
〈
掲
載
さ
れ
て
い
る
匂
ま
ゆ
r
、
白
'
Z
0
2け
EM
芯
え
也
唱
出
ぬ
f

参
照
。

川
附
〉
町
内
向

F
E司
目
岡
崎
文
規
課
、
人
口
、
そ
の
法
則
む
と
均
街
、
白
ホ
社
、
一
九
五
二
・
八
一

l
二
頁
。

m
F
R
E
F
R
r
h
sミ

2
3雪
ロ
否
定
、
望
号
、

W
4
5
3
久
留
ま
与
閉
山
口
斗

]
S
E
E
F
o
r
-
m
E
E
B
H
H
E
Rミ
己

-a'HUE-]日・

帥
高
野
岩
コ
一
郎
若
、
前
拘
置
旬
、
ニ
。
六
頁
。

州
制
】
ド
冨
R
n
y
岳
、
宅
問
。
F

L
国

F
・
国
民
吾
E
印
、
昏
、
旬
、
見
酔
A
、
ヶ
ト
レ
1
、
前
掲
書
、
ニ

O
O
頁。

制

A
、
ヶ
ト
レ
1
、
前
掲
害
、
ニ
三
四
頁
。

ω
A、
ヶ
ト
レ
I
、
前
掲
書
、
一
七
六

l
八
頁
。

倒

戸

冨

ρ
包
r
&え
同

V
E
H

こ
九
五
回
、
九
、
二
三
)

死
亡
車
に
つ

v
て

第
七
十
四
巻

四
ニ
六

第
六
競




